
部活動について 

               生徒指導部 

１ 部活動の目的 

 生徒の自主的，自発的な参加により行われる部活動については，スポーツや文化及び科学等に親し

ませ，学習意欲の向上や責任感，連帯感の涵養等に資するものであり，学校教育の一環として，教育課

程との関連が図られるよう留意すること。 

 

２ 部活動で目指す生徒像 

「ルールや時間を守り進んで部活動をする生徒」 

➀率先して気持ちのよい返事やあいさつをすることができる。 

➁時間を守ることができる。 

➂率先して掃除ができる。 

④技術を向上するために努力することができる。 

 

これらの力を身に付けるため，今年度の具体的な取組は， 

➀あいさつの意義や価値などについて部活動を通して学ぶ。 

➁道具や部室の管理を徹底する。 

 ・活動後に片付けを行い，ボールなどが転がってないようにする。 

 ・学期に 1 回は部室そうじを実施する。など 

➂下校時間を必ず守る。 

④仲間のいいプレー（頑張っている姿）を見つけて認める。 

⑤専門的な技能を研修し，活動内容を充実させていく。 

⑥週当たり 2 日以上部活動ごとに休養日を設ける。（土曜日及び日曜日は少なくとも 1 日を休養日と

する。）週末に大会参加等で部活動をした場合は、翌週の中で休養日を他の日に振りかえる。 

⑦朝練は，7 時 30 分より開始する。（7 時 25 分までは登校しない） 

 

３ その他 

〇下校時には各部の部長が下校指導を行う。 

〇部活動時の服装については，ウインドブレーカー等の服装は部でそろえるか，学校指定の物とする。 

〇長期休業中，休日は自転車通学でない生徒も自転車で通学してもよい。ただし，ヘルメットを必ず

着用し交通ルールを守って登校する。 

 



４ 転部・退部・途中入部について 

次の手順を踏んで，部を転部・退部・途中入部する。 

➀担任と，転部・退部・入部をする理由や状況について話をする。 

➁転部の場合は，現在の顧問と新たに希望する部の顧問両方と話をする。双方の顧問の了承を得たら，

転部カードに必要事項を記入して，担任と新たに希望する部の顧問へ提出する。顧問と目標を確認

後，活動する。 

➂退部の場合は，現在の顧問と話をする。了承を得たら，退部カードに必要事項を記入して，担任と顧

問へ提出をする。 

④途中入部の場合は，新たに希望する顧問と話をする。了承を得たら，入部カードに必要事項を記入し

て，担任と顧問へ提出する。（場合によっては体験をしてもよい） 

 

５ 部活動時間について（下校時間表） 

時期 活動時間 

下校時刻 

5校時まで 6校時まで 

 4月～10月 

午後学活終了後～下校時間の 15分前 17:00 

17:30 

11月 17:15 

12月～1月 17:00 

2～3月 17:30 

 

※公式戦前の 2 週間のみ，30 分の延長を許可する。 

※延長を行う場合は顧問が必ずつく。また，下校時は，顧問が下校指導を行う。 

 

★用事のない生徒は，すみやかに下校する。（下校時間は厳守する） 

顧問が部活動指導につく場合は３０分以内の延長を認めるが，顧問の指示ですみやかに下校する。 

延長方法：放送室前にあるホワイトボードに延長申請を行う。申請は，下校時刻１５分前までに行う。 

延長時間：延長申請をした部活動は，完全下校時間を最大３０分延長し，活動することができる。 

 

 


